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　令和２年第４回定例会が12月９日に行われ、条例の制定や

一部改正、各会計決算の認定など、提案された案件を審議し、

全て原案通り可決しました。

　また、５人の議員が一般質問を行い、さまざまな観点から

町政に問いかけました。

各会計決算86億円の使い方チェック

9月 6月

定例会

12月 3月



◇江差町議会議員及び江差町長の選挙におけ

る選挙運動の公費負担に関する条例の制定

　公職選挙法の改正が令和２年６月に行われ、

江差町でも第４回定例会において条例が提案さ

れ、全会一致で可決されました。

　今回の公職選挙法改正は、以下の３点がポイ

ントとなり、町村の選挙において立候補しやす

くし、全国的な町村議会議員のなり手不足が深

刻化している背景から、少しでも候補者の負担

となるものを減らし、立候補者が多く出てくる

ことを期待するものです。

公職選挙法改正により

改正のポイント

○町村の議会議員選挙における選挙運

動費用の公費負担

　　①選挙運動用自動車

　　②選挙運動用ポスター

　　③選挙運動用ビラ

　これらの費用については、公費で負

担されます。

○町村の議会議員選挙についても、

　選挙運動用ビラの頒布が可能

　頒布できるビラは、２種類以内で、

作成できるのは1,600枚までです。

※立候補届出日に選挙管理委員会が交

付するシール状の「ビラ証紙」を、

ビラ１枚１枚に貼り付ける必要があ

ります。

○町村の議会議員選挙についても、 

　立候補にあたり、供託金が必要

　供託金は１５万円です。

　全国の町村議会議員選挙で統一。

※立候補の際に法務局へ供託した供託

金は、一定の得票を得ることで返還

されます。

※一般的に供託金が返還される目安と

なる得票数を没収点と言い、その算

出方法は次のとおりです。

　　　　有効投票総数
　　　　　　　　　　   ÷ １０
　　　　議 員 定 数

※没収点を下回ると供託金は町へ帰属

し、選挙運動に要した費用の公費負

担が適用となりません。

選挙に立候補しやすい環境を整え

全国的な「なり手不足」への一手と期待
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◇なかよし・つばさ児童会運営

 100万円（全額道支出金）

◇水堀学童保育所補助

 50万円（全額道支出金）

◇認定こども園補助

 50万円（全額道支出金）

◇常設保育所運営

 150万円（全額道支出金）

◇乳児家庭全戸訪問

 50万円（全額道支出金）

　国が都道府県の取り組みを包括的に支援するこ

とを目的とした交付金で、本町では児童福祉施設

等における感染拡大防止のための消耗品や備品を

整備するため、各50万円ずつ経費を計上するもの。

◇生活交通バス路線維持費等補助

 1,748万2千円（全額一般財源）

　函館バスへ生活路線維持のために補助。

◇困りごと支援相談員配置

 35万円（全額一般財源）

　相談員の任期を２か月延長するための経費。

◇過年度還付金（令和元年度子ども・子育て支援

交付金返還） 44万5千円（全額一般財源）

　実績報告による精算に伴う返還金。

◇後期高齢者医療特別会計繰出金

  44万9千円（全額一般財源）

　令和３年度の税制改正に対応するため、電算シ

ステムを改修する経費。

◇介護保険特別会計繰出金

  134万8千円（全額一般財源）

　令和３年度の介護保険制度改正に対応するため、

電算システムを改修する経費。

◇地域医療連携推進法人「南檜山メディカルネッ

トワーク」負担金 7万円（道支出金他）

　南檜山地域全体で将来に渡って持続可能な医療

提供体制の構築に取り組むため、本年９月に設立

された法人に係る負担金。

新型コロナウイルス感染症緊急包括支援交
付金事業

臨
　
時
　
会

　

11
月
16
日
に
第
５
回
臨
時
会
が

行
な
わ
れ
、
条
例
の
一
部
改
正
や

補
正
予
算
に
つ
い
て
審
議
し
、
原

案
ど
お
り
可
決
、
閉
会
し
ま
し
た
。

　

内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

◇
江
差
町
議
会
議
員
の
議
員
報
酬

及
び
費
用
弁
償
等
に
関
す
る
条

例
の
一
部
改
正

◇
江
差
町
特
別
職
の
職
員
で
常
勤

の
も
の
の
給
与
及
び
旅
費
に
関

す
る
条
例
の
一
部
改
正

◇
江
差
町
職
員
の
給
与
に
関
す
る

条
例
の
一
部
改
正

　

人
事
院
勧
告
に
基
づ
く
、
期
末

手
当
の
支
給
割
合
の
変
更
。

◇
産
業
資
金
債
務
弁
済
の
調
停
申

立
に
伴
う
代
理
人
選
任４

８
万
円

（
全
額
一
般
財
源
）

　

貸
付
先
の
法
人
と
そ
の
連
帯
保

証
人
の
調
停
申
立
に
よ
り
、
町
顧

問
弁
護
士
を
代
理
人
と
す
る
た
め

の
経
費
を
補
正
。

◇
中
学
校
教
師
用
指
導
書
整
備

　

３
１
１
万
７
千
円

（
全
額
一
般
財
源
）

　

学
習
指
導
要
領
改
定
に
伴
う
中

学
校
教
師
用
指
導
書
を
購
入
す
る

経
費
を
補
正
。

第４回定例会　こんなことが決まりました！

補 正 予 算

条 例 改 正

そ の 他
◇江差町公共下水道江差・上ノ国下水道管理セン

ター他の建設工事委託に関する協定の一部変更

　２か年で実施する下水道管理センター更新工事

の全体事業費が確定したことによる、協定金額の

変更に伴う協定の一部変更。

◇江差町税外諸収入金の徴収に関する条例の一部

改正

◇江差町後期高齢者医療に関する条例の一部改正

◇江差町介護保険条例の一部改正

◇江差町公共下水道受益者負担金条例の一部改正

　上記全て、地方税法の一部改正に伴い関係条文

を改正するもの。

新しく設置された消毒液で感染予防
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億
円
の
使
い
方
を
チ
ェ
ッ
ク

議
長
と
監
査
委
員
を
除
く
全
議
員
で
構
成

会　　計　　名 歳　　入  歳　　出

一 般 会 計 ５８億１，２８６万円 ５６億４，３０８万円

特

別

会

計

国 民 健 康 保 険 費 ８億３，６５７万円 ８億２，０４０万円

後 期 高 齢 者 医 療 １億２，００８万円 １億１，９９２万円

介 護 保 険 １０億４，９８９万円 １０億１，５１５万円

公 共 下 水 道 事 業 ３億１，１０８万円 ３億１，１０８万円

公設地方卸売市場事業 ２３０万円 ２３０万円

港 湾 整 備 事 業 ２３０万円 １４５万円

奨 学 金 ４９９万円 ４９７万円

水 道 事 業 会 計 収益合計　４億７，４５５万円 費用合計　３億２，６００万円

合 計 ８６億１，４６２万円 ８２億４，４３５万円

まちのふところ具合は

　令和元年度江差町各会計決算審査特別委員会（萩原 徹委員長）は、６月 11 日

の委員会設置から 10 月 29 日までに６日間、委員会を開催し、令和元年度各会

計の歳入歳出全般に係る執行状況について、各課から説明を受け、町政の発展と

町民福祉の向上に資する的確な執行について慎重かつ詳細に審査しました。

　

決
算
年
度
に
関
連
の

あ
る
事
業
等
の
現
状
確

認
を
す
る
た
め
、
現
地

調
査
を
行
っ
た
。

　

今
年
度
は
、
江
差
町

ま
ち
づ
く
り
推
進
交
付

金
を
活
用
し
建
設
さ
れ

た
簡
易
宿
泊
施
設
「
橋

本
屋
」
を
視
察
。

総 括 質 疑

現 地 調 査

町防災備蓄計画は 江差町公共施設等総合管理計画は

看護師育成確保対策は

問　新型コロナウイルス対策（３密対策、

新しい生活様式）を含め、見直しが必要

ではないか。

答　備蓄品も含め、今後見直しを図る。

問　町職員住宅や教職員住宅など、個別の施設管理計画への

対応がみられない。

答　個別施設の長寿命化計画を策定しており、未策定の公共
施設は早い段階の策定に向け取り組んでいく。

問　地域集会施設は防災対策、高齢者対策などの汎用目的が

あり、関係課が連携して計画の適正

運用管理に努めるべき。

答　関係課連携のもと、取り進める。
問　地元就職者が少ない状況を鑑み、育成

確保対策制度の見直しが必要では。

答　貸付希望者は減少傾向で、現行制度の
評価検証をし、看護師確保に繋がる制度
設計に努める。都市部に住む有資格者へ
の町内医療機関への就職支援ができない
か検討したい。

問　町内には有資格者がおり、現場復帰に

向けた制度にすべきでは。

答　潜在的有資格者への支援がどうあるべ
きか、制度設計を考えたい。

有害鳥獣対策を
問　実効性のあるハンター養成への

取り組みが必要ではないか。

答　狩猟免許取得への補助制度を創
設し、新たな担い手の確保に努め
ている。

決算特別委員会において、町長に対し総括して質疑した内容を掲載します。

86

令和元年度

決　算
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【
報
告
内
容
】

　

各
会
計
決
算
に
つ
い
て
は
、

す
べ
て
認
定
す
べ
き
も
の
と
決

定
し
た
。

　

な
お
、
次
の
点
に
つ
い
て
意

見
、
要
望
が
あ
っ
た
こ
と
を
申

し
添
え
る
。

◆
町
防
災
備
蓄
計
画
に
つ
い
て

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策

（
３
密
対
策
、
新
し
い
生
活
様

式
等
）
が
進
め
ら
れ
て
お
り
、

災
害
時
に
お
け
る
防
災
備
蓄
に

つ
い
て
、
今
後
、
当
該
対
策
を

踏
ま
え
た
対
応
が
必
要
で
あ

る
。

◆
町
公
共
施
設
等
総
合
管
理
計

画
に
つ
い
て

　

個
別
施
設
の
長
寿
命
化
計
画

の
策
定
が
進
め
ら
れ
て
い
る

が
、
未
策
定
の
施
設
に
つ
い
て

は
、
早
急
に
そ
の
対
策
を
進
め

ら
れ
た
い
。
ま
た
、
地
域
集
会

施
設
に
つ
い
て
は
、
防
災
対
策
、

高
齢
者
対
策
な
ど
の
汎
用
目
的

が
あ
り
、
関
係
各
課
と
連
携
し

て
適
正
な
運
用
管
理
を
お
願
い

し
た
い
。

◆
有
害
鳥
獣
対
策
に
つ
い
て

　

ヒ
グ
マ
、
エ
ゾ
シ
カ
に
よ
る

事
故
や
被
害
が
増
加
し
て
お

り
、
狩
猟
ハ
ン
タ
ー
の
担
い
手

不
足
が
喫
緊
の
課
題
と
な
っ
て

い
る
。
狩
猟
免
許
の
取
得
補
助

制
度
な
ど
、
実
効
性
の
あ
る
取

り
組
み
が
必
要
で
あ
る
。

◆
看
護
師
育
成
確
保
対
策
に
つ

い
て

　

町
内
医
療
機
関
に
お
け
る
看

護
師
不
足
が
著
し
く
、
地
域
医

療
崩
壊
を
防
ぐ
た
め
に
、
看
護

師
育
成
確
保
体
制
制
度
の
見
直

し
に
加
え
、
潜
在
的
有
資
格
者

に
対
す
る
支
援
方
策
に
つ
い
て

早
急
な
対
応
が
求
め
ら
れ
る
。

決
算
審
査
特
別
委
員
会
報
告

令 和 元 年 度  決 算 を 認 定

　

第
４
回
定
例
会
で
、
萩
原
委
員
長
が
、
決
算
審
査
特
別

委
員
会
に
お
け
る
委
員
長
報
告
を
行
い
ま
し
た
。

萩原　徹　委員長

◆総括的事項

＜地域の現状＞

・新型コロナウイルス問題が社会全体を大きく揺るがし、本町に

おいてもその影響は計り知れないものになっている。

＜財政運営＞

・町財政は、一定程度の健全性が保たれているものの、今後も身

の丈に合った財政運営、一層の行財政改革に取り組むことが肝要

である。

・厳しい財政にあっても将来に向けた投資的経費の注入は不可欠

である。

◆予算執行等について

＜未収金対策＞

・全般的に前年より収納率が向上しているが、１億円を超える未

収金があり、滞納整理の取り組みが急務である。

＜地方債償還＞

・継続して財政健全化に向けた取り組みが求められる。

◆むすび

・新型コロナウイルスなど不透明な世界情勢の中、国内外の社会

経済環境や時代の潮流を見誤ることなく的確に読み取り、組織の

現状分析、改善を持続的に展開しながら、町民福祉の充実、向上

を最優先とし、いつもの暮らしに「しあわせ」を感じるまちとし

て、町民の皆様とともに輝く未来を実現されることを願う。

　「監査委員」は、町の財務に関す

る事務の執行や経営に係る事業の管

理などが、法令等に従って適正にお

こなわれているか、効率的効果的か

どうかという観点から、議会とは別

組織として各種監査や審査等を行う

機関です。

　議会に対し、令和元年度各会計決

算は適正としながらも、何点か意見

が付されました。

監査委員からの審査意見

近藤偉喜代表監査委員（手前）と

小梅洋子議会選出監査委員（奥）

※地方債償還とは ～ 財政資金の不足を補うなど、地方公共団体の信用により借り入れた資金を返済すること
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意 見 書 を 提 出

　１２月定例会では２件の意見書を提出し、１件の意

見書が可決され、関係行政機関へ提出しました。

◆新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金

の増額を求める意見書

議員にとって「一般質問」は、

議場という公の場で、町長や教

育長に対して町政運営の考え方

や将来に対する方針を質すこと

ができる唯一の場です。

◆質問は要約されています◆

　議会だよりのスペースの都合上、質

問・答弁は要約したものを載せています。

◆表示の説明◆

　文中の再、再再はそれぞれ再質問、

再再質問を表します。

一

般

質

問

五
議
員
が
町
政
を
問
う

定例会で次のとおり、

町長が行政報告をし

ました。

１　寄付採納について

・株式会社ビオフレックス本社工場長　笹谷　貴也　様

　町立かもめ保育園、日明保育園、水堀保育園に１８リ

ットル缶消毒液３缶（新型コロナウイルス感染拡大防

止対策として）

・株式会社測土開発　代表取締役　佐藤　英志　様

　校舎塔屋の屋外時計２基

と時計制御装置一式を取

付経費含め（江差北小・

中学校の教育環境の向上

と地域の活気づくり並び

に災害時の活用のため

に）

第 4 回 定 例 会  行 政 報 告

　

　定例会の日程、審議内容の他、平成24年度以降の会

議録を閲覧することができます。

　議会だよりへの掲載は、紙面の都合上、一部省略し

ております。詳しくはHPにてご確認願います。

（議会HPアドレス）

https://www.hokkaido-esashi.

jp/gikai/gikai.html

議会ホームページをご覧下さい
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時
間
外
勤
務
労

働
時
間
の
把
握
は
、
昨
年

度
か
ら
一
部
の
学
校
で
試

行
し
て
き
た
出
退
勤
管
理

シ
ス
テ
ム
を
本
年
４
月
か

ら
全
校
で
運
用
し
、
毎
月

の
状
況
を
把
握
し
て
い
る
。

９
月
末
ま
で
の
状
況
で
は
、

約
３
割
が
月
45
時
間
を
超

え
て
い
る
。

　

現
時
点
に
お
い
て
、
本

制
度
を
導
入
す
る
こ
と
は

時
期
尚
早
と
考
え
て
い
る
。

12月定例会　一般質問 塚本　　眞 議員（無会派）

　

道
教
委
で
は
、
教
員
変

動
労
働
時
間
制
の
導
入
に

向
け
、
条
例
改
正
案
を
道

議
会
に
提
出
し
て
い
る
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
影
響
で
業
務
量

が
増
し
て
お
り
、
働
き
方

改
革
は
で
き
て
い
る
の
か

疑
問
で
あ
る
。

　

教
員
の
時
間
外
労
働
時

間
を
、
教
育
委
員
会
で
は

把
握
で
き
て
い
る
の
か
。

　

ま
た
、
こ
の
条
例
が
成

立
す
る
と
市
町
村
の
教
育

委
員
会
の
判
断
で
導
入
が

可
能
と
な
る
。
町
教
育
委

員
会
の
考
え
方
は
。

　

江
差
町
内
の
障
が
い
者

福
祉
施
設
内
に
お
い
て
職

員
に
よ
る
入
所
者
に
対
す

る
暴
行
事
件
が
相
次
い
で

い
る
。

　

事
件
の
再
発
防
止
が
求

め
ら
れ
て
い
る
と
思
う
が
、

町
の
対
応
は
。

ま
ず
施
設
職
員
の

暴
行
に
関
す
る
市
町
村
の

対
応
策
は
限
ら
れ
て
い
る

こ
と
を
理
解
頂
き
た
い
。

　

今
回
の
案
件
は
、
警
察

が
暴
行
事
件
と
し
て
、
職

員
３
名
を
逮
捕
し
た
も
の

で
、
町
は
平
成
31
年
２
月

に
北
海
道
檜
山
振
興
局
の

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
の
感
染
拡
大
防
止
に

向
け
た
、
新
た
な
働
き
方

が
都
市
部
を
中
心
に
拡
が

り
、
地
方
で
も
都
市
部
と

変
わ
ら
な
い
勤
務
形
態
が

広
が
っ
て
き
て
い
る
。

　

地
元
の
不
動
産
業
者
と

連
携
し
た
空
き
店
舗
等
の

テ
レ
ワ
ー
ク
活
用
（
サ
テ

指
導
監
査
に
同
行
し
て
、

障
が
い
者
虐
待
防
止
法
に

基
づ
く
事
実
確
認
調
査
を

行
な
い
、
調
査
の
結
果
、

虐
待
が
あ
っ
た
こ
と
を
町

が
認
定
し
、
平
成
31
年
４

月
に
北
海
道
檜
山
振
興
局

に
報
告
。
北
海
道
は
そ
の

報
告
を
受
け
、
施
設
に
対

し
て
行
政
措
置
、
勧
告
を

行
い
、
状
況
の
改
善
を
求

め
て
き
た
。

　

今
回
の
案
件
を
踏
ま

え
、
当
該
社
会
福
祉
法
人

全
体
と
し
て
、
職
員
の
管

理
、
職
員
の
体
制
等
を
含

め
、
改
善
に
向
か
っ
て
い

ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
企
業
と

の
連
携
等
）
に
向
け
た
取

り
組
み
を
、
積
極
的
に
取

組
む
こ
と
が
、
関
係
人
口

を
増
や
し
、
新
た
な
雇
用

の
場
に
も
つ
な
が
る
と
考

え
る
。

　

重
要
な
施
策
と
し
て
取

組
む
必
要
が
あ
る
と
思
う

が
如
何
か
。

今
年
度
か
ら
北
海

道
が
実
施
す
る
北
海
道
型

ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
事
業
に

参
画
し
、
今
後
の
受
け
入

れ
体
制
の
土
台
作
り
を
進

め
て
い
る
。

　

今
年
の
具
体
的
な
事
業

と
し
て
、
函
館
市
、
今
金

町
と
３
自
治
体
で
の
実
証

実
験
と
し
て
、
４
泊
５
日

の
受
け
入
れ
を
行
い
、
ど

ん
な
ニ
ー
ズ
が
あ
る
の
か

を
整
理
す
る
。

　

ハ
ー
ド
整
備
は
大
切
で

あ
る
が
、
テ
ス
ト
ケ
ー
ス

を
踏
ん
だ
う
え
で
、
自
信

を
も
っ
て
誘
致
活
動
が
で

き
る
よ
う
、
受
け
入
れ
資

源
を
整
備
し
て
い
く
。

く
よ
う
、
北
海
道
が
主
体

と
な
る
が
、
町
も
一
緒
に

指
導
等
を
行
っ
て
い
く
。

　

な
お
、
施
設
側
も
改
善

に
向
け
た
取
り
組
み
を
進

め
る
と
伺
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
障
が
い
者
虐
待

の
防
止
と
対
応
の
手
引
き

が
、
本
年
10
月
に
一
部
改

訂
さ
れ
、
市
町
村
に
よ
る

任
意
の
指
導
を
行
う
旨
の

追
記
が
さ
れ
た
。

　

任
意
の
行
政
指
導
で
強

制
力
は
な
い
が
、
北
海
道

と
連
携
を
図
り
な
が
ら
、

対
応
し
て
い
く
。

教
育
変
動
労
働
時
間
制
は

暴
行
事
件
の
再
発
防
止
は

テ
レ
ワ
ー
ク
の
取
り
組
み
を

答　

導
入
は
時
期
尚
早

答　

道
と
連
携
し
て
対
応

答　

受
け
入
れ
資
源
を
整
備

教
育
長

町
長

空き店舗等のテレワーク活用を

町
長
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12月定例会　一般質問 出﨑　太郎 議員（無会派）

　

一
つ
目
。
将
来
、
今
後

発
生
が
予
想
さ
れ
る
災
害

に
備
え
て
、
早
期
の
職
場

機
能
再
開
を
目
的
と
し
た

業
務
継
続
計
画
策
定
に
取

り
組
む
考
え
は
あ
る
か
。

　

二
つ
目
。
現
在
の
新
型

コ
ロ
ナ
対
応
の
経
験
を
活

か
し
て
、
自
然
災
害
に
加

え
て
、
感
染
症
も
そ
の
対

策
に
含
め
る
考
え
は
あ
る

か
。

業
務
継
続
計
画
は

必
ず
し
も
独
立
し
た
計
画

書
と
す
る
必
要
は
な
く
、

こ
の
計
画
に
定
め
る
べ
き

重
要
６
要
素
の
事
業
継
続

に
関
す
る
規
定
が
、
何
ら

か
の
文
書
形
態
に
定
め
ら

れ
て
い
る
こ
と
を
も
っ
て
、

業
務
継
続
計
画
を
策
定
済

と
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
。

　

当
町
で
は
、
業
務
継
続

計
画
は
江
差
町
地
域
防
災

計
画
に
位
置
付
け
て
い
る

が
、
重
要
６
要
素
の
一
つ

で
あ
る
非
常
時
優
先
業
務

の
整
理
は
、
災
害
応
急
対

策
業
務
に
つ
い
て
明
記
し

て
い
る
が
、
通
常
業
務
に

係
る
優
先
業
務
の
選
定
は

掲
載
し
て
い
な
い
。

　

今
後
、
防
災
計
画
策
定

時
に
詳
細
を
掲
載
す
る
か
、

別
添
に
て
独
立
し
た
計
画

を
策
定
す
る
か
に
つ
い
て

検
討
し
た
い
。

　

２
点
目
の
感
染
症
関
連

は
、
地
域
防
災
計
画
の
中

の
防
疫
計
画
の
中
で
掲
載

し
て
い
る
が
、
今
回
の
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
へ
の
対
応
等
に
つ
い
て

は
、
国
と
し
て
も
一
連
の

対
策
を
通
じ
た
中
で
、
感

染
症
対
策
の
見
直
し
等
が

行
わ
れ
る
も
の
と
想
定
し

て
お
り
、
町
と
し
て
も
国

の
動
向
を
踏
ま
え
対
処
し

て
い
く
。

　

民
間
企
業
で
は
、
自
然

災
害
等
の
緊
急
事
態
が
発

生
し
て
、
一
時
的
に
企
業

活
動
が
停
止
し
た
場
合
に
、

早
期
立
ち
上
げ
の
た
め
の

事
業
継
続
計
画
、
通
称
Ｂ

Ｃ
Ｐ
と
呼
ば
れ
て
い
る
が
、

非
常
事
態
時
の
行
動
指
針

を
作
成
し
て
備
え
て
い
る
。

　

市
町
村
に
お
い
て
も
、

行
政
が
被
災
し
た
場
合
を

想
定
し
て
、
業
務
継
続
計

画
を
策
定
す
る
自
治
体
が

増
え
て
い
る
。

　

町
内
に
は
災
害
対
策
基

本
法
等
に
基
づ
く
地
域
防

災
計
画
が
あ
る
が
、
そ
の

実
効
性
を
よ
り
高
め
る
た

め
に
、
大
規
模
災
害
時
に

お
け
る
業
務
の
継
続
及
び

早
期
再
開
の
た
め
の
計
画

策
定
が
有
効
で
あ
る
と
考

え
る
。

業
務
継
続
計
画
策
定
を

答　

今
後
検
討
し
た
い

町
長

江差町地域防災計画書

非常時優先業務のイメージ

参考：市町村のための業務継続計画作成ガイド
　　　（内閣府）

非常時優先業務：大規模な災害時にあっても優先して実施すべき業務のこと。

業務継続計画の概念

参考：関東地方整備局業務継続計画 HP
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と
の
合
意
が
必
要
と
な
る

こ
と
か
ら
、
実
現
可
能
な

協
議
と
し
て
、
シ
ッ
テ
ィ

ン
グ
バ
レ
ー
が
有
力
候
補

で
、
現
在
視
察
状
況
の
報

告
と
合
わ
せ
て
、
当
該
団

体
と
の
合
意
形
成
に
向
け

た
調
整
を
し
て
い
る
。

　

江
差
追
分
の
披
露
は
、

国
や
道
等
の
情
報
を
収
集

し
な
が
ら
、
引
き
続
き
取

り
組
み
を
進
め
て
い
く
。

※
シ
ッ
テ
ィ
ン
グ
バ
レ
ー

と
は
～

　

座
っ
た
姿
勢
で
行
う
６

人
制
の
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

※
Ｉ
Ｃ
Ｔ
環
境
と
は
～　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
等
の
通
信
技

術
を
取
り
入
れ
、
活
用
す
る
環
境
を
整
備
す
る
こ
と

12月定例会　一般質問 西海谷　望 議員（無会派）

　

残
念
な
が
ら
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に

よ
り
、
東
京
オ
リ
パ
ラ
が

１
年
延
期
と
な
っ
た
。

　

こ
の
間
、
照
井
町
長
は
、

オ
リ
パ
ラ
で
の
江
差
追
分

披
露
を
は
じ
め
、
パ
ラ
ホ

ス
ト
タ
ウ
ン
登
録
を
目
指

し
、
積
極
的
に
誘
致
活
動

に
取
り
組
ん
で
い
る
と
聞

い
て
い
る
が
、
現
在
の
進

行
状
況
を
伺
う
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
拡
大
の
状
況

か
ら
、
調
査
事
業
も
見
直

し
が
必
要
と
な
っ
た
。

　

こ
の
た
め
、
ま
ず
は
ホ

ス
ト
タ
ウ
ン
の
登
録
を
最

優
先
に
進
め
る
こ
と
と
し

て
、
国
の
オ
リ
パ
ラ
事
務

局
と
も
協
議
を
行
い
、
相

手
国
の
代
表
者
に
大
会
後

の
選
手
団
と
の
交
流
に
係

る
受
け
入
れ
施
設
や
体
験

メ
ニ
ュ
ー
等
を
視
察
頂
く

こ
と
と
し
、
交
渉
窓
口
の

代
表
者
に
当
町
へ
お
越
し

い
た
だ
き
、
ホ
ス
ト
タ
ウ

ン
登
録
に
向
け
て
直
接
協

力
を
要
請
し
た
。

　

ホ
ス
ト
タ
ウ
ン
登
録
に

あ
た
っ
て
は
、
競
技
団
体

東
京
オ
リ
パ
ラ
誘
致
活
動
は

答　

引
き
続
き
取
り
組
む

町
長

　

安
定
し
た
漁
業
経
営
を

目
指
す
取
り
組
み
は
、
大

い
に
期
待
す
る
一
方
、
現

在
継
続
中
の
増
養
殖
事
業

も
、
更
な
る
経
営
安
定
向

上
の
た
め
に
継
続
と
生
産

力
強
化
が
必
要
で
あ
る
。

　

特
に
、
高
品
質
高
単
価

が
期
待
で
き
る
ナ
マ
コ
養

殖
事
業
は
、
施
設
等
も
十

分
で
は
な
く
、
今
以
上
の

生
産
は
限
界
で
あ
る
と
聞

い
て
い
る
。

　

他
の
魚
種
も
含
め
、
今

後
の
漁
業
推
進
支
援
策
の

考
え
方
を
伺
う
。

　

本
年
３
月
、
サ
ツ
ド
ラ

ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
株
式
会

社
と
包
括
連
携
協
定
書
を

締
結
し
た
。
地
域
の
活
性

化
や
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向

上
等
を
目
的
と
し
た
、
協

働
事
業
の
取
り
組
み
に
大

い
に
期
待
し
て
い
る
が
、

コ
ロ
ナ
禍
の
中
、
現
在
ど

の
よ
う
な
取
り
組
み
を
検

討
し
て
い
る
の
か
伺
う
。

本
町
の
漁
業
を
取

り
巻
く
環
境
は
、
大
変
厳

し
い
状
況
に
あ
る
と
認
識

し
て
い
る
。

　

回
遊
性
資
源
に
依
存
し

な
い
、
新
た
な
前
浜
づ
く

り
を
探
る
た
め
、
先
般
、

中
間
養
殖
施
設
や
海
上
養

殖
施
設
等
の
生
産
工
程
等

の
視
察
を
行
っ
て
お
り
、

今
後
、
関
係
機
関
等
も
含

め
協
議
が
さ
れ
る
と
聞
い

て
い
る
。
議
論
の
経
過
を

踏
ま
え
、
町
の
対
応
を
検

討
し
た
い
。

今
後
ま
す
ま
す
高

齢
化
、
人
口
減
少
社
会
を

迎
え
る
。
そ
う
い
っ
た
時

代
が
到
来
し
て
も
い
つ
ま

で
も
安
心
し
て
年
を
重
ね

る
町
が
実
感
で
き
る
、
そ

ん
な
社
会
を
構
築
す
る
た

め
の
手
段
と
し
て
、
Ｉ
Ｃ

Ｔ
を
活
用
し
た
生
活
基
盤

の
整
備
が
欠
か
せ
な
い
。

　

今
年
は
包
括
連
携
１
年

目
。
次
年
度
以
降
も
住
民

が
よ
り
Ｉ
Ｃ
Ｔ
環
境
を
身

近
に
感
じ
て
頂
け
る
意
識

付
け
を
進
め
る
と
と
も
に
、

健
康
を
基
軸
と
し
な
が
ら

も
生
活
全
般
に
渡
っ
て
サ

ツ
ド
ラ
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ

ス
の
サ
ポ
ー
ト
を
頂
き
な

が
ら
、
住
民
生
活
の
向
上

を
目
指
し
た
事
業
展
開
を

進
め
て
い
く
。

　

本
町
の
磯
根
資
源
の
代

表
格
と
な
っ
た
ナ
マ
コ
は
、

増
養
殖
施
設
の
老
朽
化
や

ナ
マ
コ
そ
の
も
の
の
資
源

管
理
と
将
来
に
お
け
る
安

定
し
た
生
産
体
制
を
築
い

て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
そ
の
た
め
に
必
要
な

支
援
を
行
う
。

　

今
後
も
地
道
な
取
り
組

み
を
継
続
し
、
地
元
で
水

揚
げ
さ
れ
る
水
産
物
の
品

質
の
向
上
に
向
け
た
船
上

活
締
め
技
術
等
、
価
格
安

定
の
た
め
の
取
り
組
み
を

推
進
し
て
い
く
。

今
後
の
漁
業
推
進
支
援
策
は

サ
ツ
ド
ラ
と
の
連
携
事
業
は 答　

必
要
な
支
援
を
行
う

答　

住
民
生
活
の
向
上
を

町
長

町
長

町民を対象としたスマホ教室

江差町議会だより9

定

例

会

決

算

審

査

行

政

報

告

一

般

質

問

委

員

会

出

欠

報

告



12月定例会　一般質問 小野寺　真 議員（日本共産党）

染
者
の
対
応
に
、
各
関
係

機
関
、
医
療
機
関
が
懸
命

に
対
応
し
て
い
る
状
況
の

中
で
、
気
を
配
っ
た
要
請

が
大
切
で
あ
る
と
考
え
て

い
る
。

　

２
点
目
。
現
在
の
檜
山

管
内
の
感
染
状
況
を
鑑
み

る
と
、
感
染
者
の
探
知
、

濃
厚
接
触
者
の
特
定
に
よ

り
、
感
染
拡
大
の
防
止
を

図
っ
て
い
く
こ
と
が
先
決

で
、
社
会
的
検
査
ま
で
拡

大
し
た
検
討
を
す
る
時
期

で
は
な
い
。

Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
の
機
械

設
置
は
、
今
ど
う
な
っ
て

い
る
の
か
。導

入
さ
れ
て
い

る
と
思
わ
れ
る
。

　

抗
原
検
査
は
道
立
病
院

等
で
も
行
わ
れ
て
い
る
が
、

Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
で
確
定
と
い

う
点
で
は
、
現
時
点
で
ま

だ
、
管
内
の
指
定
感
染
症

病
院
で
は
機
械
が
入
っ
て

い
な
い
の
か
、
札
幌
に
送

ら
れ
て
い
る
。

　

南
檜
山
で
一
刻
も
早
く

検
査
す
る
と
い
う
体
制
を

強
く
要
請
し
て
頂
き
た
い

が
、
町
長
の
見
解
は
。

　

２
つ
目
。
感
染
急
増
を

防
ぐ
に
は
、
社
会
的
検
査

が
必
要
だ
と
、
色
々
な
地

域
で
実
践
さ
れ
て
い
る
。

　

厚
生
労
働
省
か
ら
、
事

実
上
、
広
く
検
査
し
な
さ

い
と
通
達
が
出
て
お
り
、

検
査
す
る
と
す
れ
ば
、
北

海
道
、
保
健
所
と
の
連
携

が
必
要
に
な
る
。

　

今
こ
の
時
期
だ
か
ら
こ

そ
、
要
請
す
べ
き
と
思
う

が
如
何
か
。

検
査
を
南
檜
山
で

出
来
る
体
制
を
と
る
に
は
、

医
療
ス
タ
ッ
フ
の
確
保
が

必
要
。

　

検
査
体
制
は
限
界
が
あ

る
こ
と
も
事
実
。

　

檜
山
管
内
の
急
激
な
感

早
期
に
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
体
制
を

答　

要
請
に
も
配
慮
が
必
要

　

コ
ロ
ナ
禍
で
、
高
齢
者

の
生
活
は
本
当
に
大
変
で
、

町
と
し
て
も
目
配
り
を
し

て
頂
き
た
い
。

　

高
齢
者
の
実
態
を
今
ど

う
つ
か
ん
で
い
る
か
。

　

町
の
事
業
、
も
し
く
は

社
協
等
に
委
託
等
を
し
、

週
に
１
回
電
話
か
け
る
と

か
の
目
配
り
が
必
要
で
は

な
い
か
。介

護
サ
ー
ビ
ス
等

の
各
種
高
齢
者
サ
ー
ビ
ス

利
用
の
中
で
、
あ
る
程
度

　

町
内
に
あ
る
サ
イ
レ
ン

遠
隔
吹
鳴
装
置
は
行
政
無

線
で
は
な
く
、
江
差
消
防

署
の
管
理
の
消
防
業
務
用

で
あ
り
、
基
本
的
に
は
コ

ロ
ナ
等
で
使
え
な
い
。

　

各
家
庭
の
個
別
受
信
機

を
基
本
と
し
て
、
防
災
行

政
無
線
の
整
備
を
検
討
す

べ
き
。

　

消
防
の
サ
イ
レ
ン
吹
鳴

装
置
は
消
防
団
員
を
招
集

す
る
た
め
に
作
ら
れ
た
も

の
実
情
を
把
握
す
る
こ
と

が
で
き
る
が
、
そ
れ
は
一

部
の
高
齢
者
に
限
ら
れ
る

た
め
、
全
町
内
会
自
治
会

に
協
力
を
頂
き
、
地
域
課

題
に
関
す
る
実
態
把
握
調

査
を
実
施
し
た
。

　

個
別
電
話
は
一
元
化
さ

れ
て
い
る
町
の
情
報
が

誤
っ
て
伝
わ
っ
て
し
ま
う

リ
ス
ク
な
ど
も
あ
り
、
難

し
い
と
判
断
し
て
い
る
。

　

個
別
訪
問
も
感
染
予
防

の
観
点
か
ら
実
施
し
に
く

の
で
、
今
は
ス
マ
ホ
等
で

用
事
が
足
り
る
。
防
災
行

政
無
線
も
つ
け
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
課
題
。

防
災
行
政
無
線
や

個
別
受
信
機
の
整
備
の
必

要
性
は
認
識
し
て
い
る
が
、

多
大
な
経
費
が
ネ
ッ
ク
で

あ
り
、
即
整
備
と
は
な
ら

な
い
。

　

最
近
で
は
携
帯
通
信
網

等
を
活
用
し
た
新
た
な
防

災
情
報
伝
達
シ
ス
テ
ム
等

く
、
12
月
中
に
全
町
内
会

自
治
会
に
ご
協
力
を
頂
き
、

高
齢
者
世
帯
の
健
康
面
に

関
す
る
調
査
項
目
も
加
え
、

高
齢
者
に
目
配
り
す
る
内

容
で
調
査
す
る
予
定
で
あ

る
。

　

高
齢
者
見
守
り
支
え
合

い
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
チ
ー
ム

江
差
に
も
、
よ
り
一
層
の

情
報
共
有
を
依
頼
す
る
等
、

地
域
全
体
で
見
守
り
、
支

え
あ
う
活
動
に
取
り
組
ん

で
い
く
。

も
開
発
さ
れ
、
そ
れ
ら
も

比
較
検
討
に
入
れ
た
い
。

　

当
面
、
現
在
あ
る
消
防

吹
鳴
装
置
で
の
伝
達
を
実

施
し
て
い
く
。

　

ま
た
、
町
で
は
、
江
差

町
公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
を
開
設

し
、
情
報
発
信
を
し
て
い

る
。
多
く
の
町
民
に
登
録

し
て
頂
く
よ
う
、
今
後
も

広
報
し
て
い
く
。

高
齢
者
に
も
目
配
り
を

防
災
行
政
無
線
の
整
備
を

答　

地
域
全
体
で
見
守
る

答　

当
面
、
現
在
の
装
置
で

町
長

町
長

町
長

再副
町
長

町内にある遠隔吹鳴装置
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実
施
に
向
け
て
弾
み
あ
る

組
織
を
設
立
す
る
べ
き
と

考
え
る
。

　

令
和
３
年
度
の
予
算
検

討
で
、
策
定
委
員
会
の
予

算
化
を
し
て
頂
き
た
い
。

第
６
次
江
差
町
総

合
計
画
と
江
差
町
都
市
計

画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の
策

定
を
終
え
、
第
６
次
江
差

町
総
合
計
画
で
は
、
構
想

の
着
実
な
実
行
重
点
事
業

と
し
て
捉
え
、
都
市
計
画

マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
で
も
当

該
地
区
は
、
拠
点
地
区
と

し
て
位
置
付
け
、
地
区
の

将
来
像
、
町
民
同
士
、
家

族
や
来
訪
者
が
集
い
、
交

流
し
、
楽
し
め
る
空
間
づ

く
り
を
目
指
し
、
動
き
出

し
を
始
め
た
と
こ
ろ
。

　

単
に
た
く
さ
ん
の
観
光

客
に
来
て
頂
く
も
の
で
は

な
く
、
目
的
は
、
江
差
の

フ
ァ
ン
を
１
人
で
も
多
く

増
や
し
な
が
ら
、
着
実
に

交
流
人
口
、
関
係
人
口
を

増
加
さ
せ
、
地
域
経
済
に

繋
げ
て
い
く
も
の
。

　

何
よ
り
も
、
住
民
が
楽

し
め
る
施
設
、
目
指
す
エ

リ
ア
に
、
と
い
う
の
が
方

針
で
あ
る
。
町
と
し
て
の

方
針
を
し
っ
か
り
持
ち
な

が
ら
、
住
民
と
作
り
上
げ

て
い
く
こ
と
が
基
本
。

　

議
論
の
中
で
、
専
門
性

が
高
い
分
野
で
、
様
々
な

見
地
か
ら
助
言
が
必
要
な

場
合
が
あ
る
が
、
専
門
的

知
見
を
有
す
る
、
あ
る
い

は
、
著
名
な
有
識
者
を
含

め
た
委
員
会
の
設
立
は
、

現
時
点
で
は
想
定
し
て
い

な
い
。

　

本
構
想
関
連
の
予
算
化

は
、
令
和
３
年
度
に
関
係

機
関
と
の
協
議
を
進
め
る

中
で
、
一
定
の
道
筋
が
見

え
た
段
階
で
、
可
能
な
限

り
、
基
本
構
想
に
向
け
た

動
き
出
し
に
関
す
る
予
算

化
を
お
願
い
す
る
こ
と
を

想
定
し
て
い
る
。

　

議
会
特
別
委
員
会
や
総

務
産
業
常
任
委
員
会
か
ら

の
提
言
も
あ
り
、
役
場
内

部
の
議
論
も
し
っ
か
り
重

ね
、
特
に
議
会
と
の
協
議

を
重
ね
な
が
ら
、
江
差
町

の
今
後
、
20
年
、
30
年
先

の
現
実
を
見
据
え
、
夢
の

あ
る
整
備
計
画
に
向
け
歩

み
を
進
め
た
い
。

　

こ
れ
ま
で
の
提
案
内
容

の
意
見
は
、
多
種
で
一
元

的
に
絞
り
切
れ
な
い
要
素

も
含
め
て
い
る
が
、
か
も

め
島
を
含
め
て
、
江
の
島

構
想
で
一
体
何
を
目
指
す

の
か
。
基
本
的
理
念
を

し
っ
か
り
と
構
築
さ
れ
た

も
の
で
な
け
れ
ば
、
全
体

構
想
を
策
定
す
る
こ
と
が

不
可
能
と
強
く
認
識
し
て

い
る
。

　

に
ぎ
わ
い
の
み
が
優
先

さ
れ
る
と
、
総
合
計
画
、

都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ

ン
や
立
地
適
正
化
計
画
の

策
定
の
観
点
か
ら
も
整
合

性
が
図
り
づ
ら
い
と
考
え

る
。

　

江
差
町
の
歴
史
文
化
と

の
協
調
性
を
図
る
マ
チ
づ

く
り
を
推
進
す
る
な
ら
ば
、

か
も
め
島
周
辺
の
整
備
基

本
構
想
を
策
定
す
る
専
門

的
知
見
を
有
す
る
委
員
会

を
設
立
す
る
べ
き
と
考
え

る
。

　

当
て
職
的
な
委
員
会
で

は
な
く
、
い
ま
、
日
本
、

そ
し
て
国
際
的
に
も
活
躍

し
て
い
る
有
識
者
を
構
成

員
に
入
れ
、
構
想
が
事
業

有
識
者
委
員
会
の
設
立
を

答　

想
定
し
て
い
な
い

町
長

12月定例会　一般質問 室井　正行 議員（自民党）

江差町の将来設計に係る各計画書
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社会文教常任委員会『介護保険事業に関する事務調査』

　総務産業常任委員会（西海谷望委員長）は、現在、担当課からのヒアリングを行うなど、継続して調査を行っ

ています。

～常任委員会、今はこんなことを調査しています～

よりよい町づくりのために

　社会文教常任委員会（塚本眞委員長）は、令和元年第４回定例会で事務調査をおこし、担当課の説明を求める

とともに、調査をした結果について、次のとおり意見を付して報告した。

　介護保険事業本年４月で開始から 20 年となる。５年後には、団塊世代が全て後期高齢者となることや江差町に

おける高齢化率が現況 37.5％（2020. １月末）と高く、今後もさらに高まることは予測されることから、現行の

まま制度を維持するには、保険料の上昇や、介護人材を確保することに大きな課題となってきている。

　このことから、本委員会では、これらの課題を整理し、介護保険事業の安定的な運用を継続することを目的に、

介護保険事業に関して調査をすることとした。

調査の結果

　本委員会では、介護保険事業の安定的な運用を継続するには、要介護者の増加を抑制し、健康年齢を確保する

こが重要と考え、介護保険事業の中でも介護予防を中心にこれまでの行政の取り組みや支援等について、担当課

の聞き取りを中心に調査を実施した。

　これらの調査検討を踏まえ、次のとおり意見を付して報告する。

　

＜意　見＞

１）江差町における「一般介護予防事業」について

　これまで、本町では介護予防に取り組むための自主グループの育成や住民中心の地域づくりによる予防事業を

実施してきている。この中で、ボランティア団体も含め、いきいき健康教室など各種教室等が開催されている。

　しかし、現況のコロナ渦の影響により、特に「集まる機会の減少」、「行動の制限」、「不安を抱えながら家への

引きこもり」など心身機能の低下が懸念されている。社会との接点を失い、フレイル（筋力などが低下し始め、

心身が弱まってきた状態）へと進行していくことが危惧される。

　これまで以上、高齢者の「居場所づくり」、「生きがいづくり」が重要となる。介護予防は、行政支援だけでは

限界があり、各関係団体との連携強化をより深めていく必要がある。

２）フレイル対策について

　要介護となる前の、フレイルを見逃さない対策が重要。フレイルの

兆しに気づかずに要介護になってしまうケースが多く、調査機関（老

齢学・社会科学センター）によると、フレイルを見逃すとその後の介

護費用が 10 倍になるとの試算も出されている。

　フレイル健診を実施し、介護予防・改善に有効に活用すべきである。

３）生活支援体制事業について

　地域支え合い協議会での情報や意見を「まちづくりカフェ」や「タ

ウンミーティング」の場等とも連動させ高齢者支援に活用すべきである。

より重要となるフレイル対策

総務産業常任委員会『町営住宅に関する事務調査』

調査中です！
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１１月１０日、１６日、１２月２１日に開催した全員協議会に

ついて、その内容をお知らせします。

・江差青果卸売市場㈱に対する債権の取扱いについて

　江差青果卸売市場㈱は令和２年３月末で廃業したが、会社と
連帯保証人の連名による町の産業資金貸付金１千万の返済に伴
う調停の申し出がされたことについて説明がされた。

・檜山管内における新型コロナウイルス感染症拡大の状況について

　11月４日から15日までに檜山管内から５名感染者発生しており、11月４日にはチラシの全戸配布をし、情
報発信を行ったことについて説明がされた。

・新型コロナウイルス感染症対応経済対策事業（飲食店等経営維持特別給付金事業）について

　町内でも忘年会や新年会を自粛する動きが出ており、今後とも厳しい経営環境にある飲食店等の事業者に
対し、事業の維持を目的に特別給付金を支給することについて説明がされた。

全員協議会 を開催しました！

11 月 10 日

11 月 16 日

12 月 21 日

出欠状況をお知らせします！
令和２年 10 月 1 日から 12 月 31 日の出欠状況です。斜線部分は出席する必要のない会議です。

○：出席　▲：欠席（公用）　●：欠席（葬儀・病欠・私用）

会　 議　 名 会議日

総務産業常任委員会 社会文教常任委員会 議長
西
海
谷
　
望

（
委
）

出
﨑
太
郎
（
副
）

薄
木
　
晴
午

飯
田
　
隆
一

小
野
寺
　
真

萩
原
　
　
徹

塚
本
　
眞
（
委
）

小
林
く
に
こ

（
副
）

室
井
　
正
行

小
梅
　
洋
子

大
門
　
和
幸

打
越
東
亜
夫

第 4 回 定 例 会 12月 9日 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

第 4 回 臨 時 会 10月13日 ○ ○ ●
（私用） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ●

（私用） ○ ○

第 5 回 臨 時 会 11月16日 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

全 員 協 議 会
11月10日 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

11月16日 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

総 務 産 業
常 任 委 員 会

10月13日 ○ ○ ●
（私用） ○ ○ ○

11月 6日 ○ ○ ●
（私用） ○ ○ ○

11月16日 ○ ○ ○ ○ ○ ○

社 会 文 教
常 任 委 員 会

11月10日 ○ ○ ○ ○ ○

議 会 広 報
特 別 委 員 会

10月 7日 ○ ○ ○ ○ ○

10月20日 ○ ○ ○ ○ ○

議会運営委員会

10月13日 ○ ○ ○ ○ ○ ○

11月16日 ○ ○ ○ ○ ○ ○

11月25日 ○ ○ ○ ○ ○ ○

12月 2日 ○ ○ ○ ○ ○ ○

12月 9日 ○ ○ ○ ○ ○ ○

決算特別委員会

10月27日 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

10月28日 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

10月29日 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

江差町議会だより13

定

例

会

決

算

審

査

行

政

報

告

一

般

質

問

委

員

会

出

欠

報

告



この用紙は、原材料の一部に

道産間伐材を使用しています

議会の動き
◆江差町各会計決算審査特別委員会（出席10名）
・令和元年度江差町各会計決算の審査

◆総務産業常任委員会（出席５名、欠席１名）
・町営住宅に関する事務調査
◆全員協議会（出席12名）
・江差青果卸売市場㈱に対する債権の取扱い

について
◆社会文教常任委員会（出席５名）
・介護保険事業に関する事務調査
◆議会運営委員会（出席６名）
・第５回臨時会の運営について
◆第５回臨時会（出席12名）
◆全員協議会（出席12名）
・檜山管内における新型コロナウイルス感染

症拡大の状況について
◆総務産業常任委員会（出席６名）
・町営住宅に関する事務調査
◆議会運営委員会（出席６名）
・第４回定例会の運営について

◆議会運営委員会（出席６名）
・第４回定例会の運営について（２回目）
◆第４回定例会（出席12名）
◆南部桧山衛生処理組合議会第２回定例会
◆檜山広域行政組合第３回定例会
◆全員協議会（出席12名）
・新型コロナウイルス感染症対応経済対策事

業について
◆議会広報特別委員会（出席５名）
・２月号議会だよりについて

◆議会広報特別委員会（出席５名）
・２月号議会だよりについて（２回目）
◆議会広報特別委員会（出席５名）
・２月号議会だよりについて（３回目）

受付票に必要事項を記入

し、係員へ渡して、「傍

聴券」を受け取ります。

議場後ろ側入口から入り、

議員席後ろで傍聴します。

議案審議等を目の前で聴

くことができます。

議会中は私語をつつしみ、

拍手等はしないように。

携帯電話の電源は

切りましょう。

受付時にお渡しした「傍

聴券」を係員へお返し下

さい。
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10月27日
～29日

11月６日

10日

16日

25日

12月２日

９日
21日

１月14日

１月22日

　

☆江差フェニックスが必勝祈願

　令和3年1月16日、「フェニックス野球スポーツ少
年団」、姥神大神宮に恒例の必勝祈願の初詣をしま
した。
　寒風の中、しっかり新型コロナ対策のマスクをし
ての素振り奉納と参拝。
　昨年は、新型コロナの影
響で、ほとんどの試合がで
きませんでした。
　「今年は、楽しんで練習
に励み、次の大会に臨みた
い」と笑顔で話してくれま
した。
　元気いっぱいの子供たち
に、エールを送りたいと思
います。

今 号 の 表 紙

（撮影：西海谷　望　議会広報特別委員会委員長）

江差町議会だより

議会からのお願い　議会だより取材のため、議員が写真撮影に伺うことがあります。ご理解とご協力をよろしくお願いいたします。

　

　江差町議会本会議は、どなたでも傍聴することが

できます。

　町民の皆様が選んだ議員の活動状況や、町政の方

針などを議場で確かめましょう。

　議会の傍聴は、右記に記載しているとおり簡単で、

都合の良い時間で傍聴できます。

　皆様の傍聴をお待ちしております。

みんなの議会 傍聴しませんか

次の定例会は３月です。
日程は、町広報誌やホームページでお知らせします。

傍聴のご案内
議会事務局前
で受け付け

傍聴席へ

議会が始まっ
たらお静かに

お帰りの際に
傍聴券を返却

①

②

③

④

手順は下記のとおりです。

江差町役場３階へ

傍聴席

議場内の様子


